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キャップテンシーについて
修司素
緒言
ラグビーチームのキャップテンを務めること
はexcitingな役割である。技術的な能力と同様
にリーダーシップ，勇気，熟練が要求される。
DavidFrostはその著書｢Captaincy｣で学校
チームから代表チーム,遠征チームの水準まで
のキャップテンのなすべき役割について考察し
ている。
また,キャップテンに要求される資質,キャッ
プテンとコーチとの関係の重要性，チーム内で
のキャップテンの役割，キャップテンのポジ
ションについて考察し，キャップテンのための
戦術そしてトスに勝ったり，敵を査定したり，
ラインアウトやスクラムを最大に生かすという
ような状況でのキャップテンの決定に及ぼす要
因について考察している。
本研究では，DavidFrostの著書「Capta‐
incy」をもとにキャップテンシーについての彼
の考え方を中心に，特にキャップテンの資質，
キャップテンとコーチの関係，戦術そして
キャップテンのポジションについて分析，検討
することを目的とする。
キャップテンよりも，チームが成功を収めるの
に重要な役割を果たす。ゲームの前にコーチが
戦術をたて，キャップテンはコーチのたてた戦
術を遂行するのであるが，いったん競技場に出
ると戦術がうまく運ばないことがあることが考
えられる。その場合，別の戦術を用いるように
チームの指揮をとるのがキャップテンの役割で
ある。
ラグビーの魅力の一つは，コーチやキャップ
テンが駆使できる戦術の多彩さにある。１９世紀
のラグビーはほとんどフォワードだけでポール
を支配し，フォワードで前進を試るというラグ
ビーが一般的であった｡次第にゲームが変化し，
バックスがプレイに参加するようになってき
て，バックスにポールを供給して，バックスに
攻撃させるプレイヤーとしてフォワードを考え
るのが一般的になった。現在では，チーム自身
や相手との相対的な長所に応じてフォワードか
バックスで攻撃する。
ある時代には，ほとんどの攻撃をオーソドッ
クスなパスか，あるいは変化をとりまぜたパス
で行うべきであると考えられた。しかし，１９３０
年代における攻撃の第一の方法はスタンドオフ
によるパント攻撃であった。当時そしてその後
長い間はパントでボールを直接タッチに出し
て,相手陣へ攻めていくことが可能であったが，
現在では，自陣２２ｍ以内を除けば，パントで
ボールを直接タッチに出すことは許されていな
い。しかし，パント攻撃は基本的な戦術として
確立された。
パント攻撃は，走って攻撃したり，パスで攻
撃するだけの自信のないプレイヤーの最後のよ
内容
１キャップテンの資質
Frostはキャップテンの資質として，知性と
勇気，チームの仲間から尊敬されること，何か
心理学者みたいなものであること，天性のリー
ダーであることの４つをあげている。
１）知性と勇気
ラグビーはゲームが複雑であるので，ラグ
ビーのキャップテンは他の多くのスポーツの
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したプレイヤーであるが，オールラウンドの
フォワードプレイヤーではなく，身長が非常に
あるプレイヤー，又は並のプレイヤーであるこ
とは明らかであるが，ほとんどどこの位置から
でもゴールキックを成功させるフルバックを使
うことが可能である。他のプレイヤーがそのプ
レイヤーの欠点を確実にカバーすることができ
るので，このことが可能なのである。しかし，
それがキャップテンである場合はカバーするこ
とが不可能である。従って，プレイの能力が望
ましい基準以下であっても他の１４名のプレイ
ヤーよりリーダーシップがすぐれているという
観点でキャップテンを選ぶことはできない。
キャップテンは，自分のポジションの役割を充
分果たすだけのプレイの能力を持ち，いつも手
本を示し，その手本によってリードすることに
よってチームの仲間からの尊敬を得ることが必
要である。
りどころであると言ってしばしば非難されてき
た。しかし，賢明なキャップテンであれば，多
くのゲームの中ではパス攻撃よりもむしろ，
キック攻撃の方が効果的な場合が何度もあるこ
とを知っている。キャップテンは，多分に試合
の流れの中でいくつか違った決定をするのであ
るが，相手チームのプレイを観察し，味方チー
ムの方策を知っておいて，相手を不利にし，味
方チームが確実に勝利を収めるための最上の方
法について決定しなければならない。
そのように，キャップテンには，ラグビーの
意味での知性とそして，必要な戦術を実行に移
す勇気の資質が備っていなければならない。こ
れは考えている以上に希な組合せである。特に
際限なく勇気を持っているが，ゲームの流れを
知覚，認識するフットボールのビジョンや知`性
を欠いたプレイヤーがラグビーには多い。成果
をあげるために戦術を変更すべきであることは
理解しているが，試合の最中に戦術を変更する
だけの神経のないプレイヤーがいる。
キャップテンは，戦況がどのように展開して
いるか注意深く見ておき，ある特定の状況から
最高の利益をひき出す方法か，又は味方チーム
の短所を相手に利用されない方法についての決
定をすみやかに行うことができなければならな
い。
３）何か心理学者みたいなものであること
キャップ゜テンは他のプレイヤーよりも辛抱強
くしておく必要のあるプレイヤーがいることを
理解しておかなければならない。神経質なプレ
イヤーには勇気づけ，励まし，一方，自信過剰
のプレイヤーに対しては押える必要がある。例
えば，パスを落としたプレイヤーを口頭で非難
するのはあまり効果的でない。パスを落とした
のが故意でなければ，問題はない。有能なプレ
イヤーであれば，パスを落としたことを充分に
後１海しているので，口頭での非難はただみじめ
な思いをさせるだけで，そのプレイヤーが次の
パスを落としても無理からぬことであるかもし
ない。なすべきことは，何故，パスを落とした
かについての知識を得ること，そしてやさしい
助言の言葉をかけてやることである。
そのように，何故パスを落としたのかその原
因について調べる必要がある。そのプレイヤー
が自分の相手デフェンスを見てポールから目が
離れたからか，パスを受ける態勢になかったと
いう単純なものか，などキャップテンはこの類
２）チームの仲間から尊敬されること
キャップテンは競技場では最も有能なプレイ
ヤーである必要はないが，いつも手本を示し，
その手本によってチームをリードすることがで
きなければならない。キャップテンは自分のポ
ジションでの役割を充分に果たすことができな
ければ残りのプレイヤーからは尊敬されない。
有能なキャップテンであるからといってただそ
の事だけで，そのプレイヤーをゲームに使う余
裕のあるチームはない。他の面では才能がない
と言ったスペシャリストのプレイヤーを使うこ
とが可能である。例えば，デフェンスは弱いが，
非常に足の速いウイング，ラインアウトに熟練
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キャップテンに選ぶのはあまりにも安易すぎ
る。キャップテンとコーチには，チームの適切
な雰囲気づくりやチームの結束のためにプレイ
ヤー間の協力関係を向上させる責任がある。
学校チームの水準では，コーチはキャップテ
ンやチーム全体との関係が独裁的になる傾向が
あり，クラブチームのコーチは，チームの経験
豊かなプレイヤーの人数によって，又，コーチ
自身がどれだけ経験豊かなプレイヤーであるか
によって，同じように独裁的な態度をとるかも
しれない。その返報として，キャップテンは資
格（RugbyFootballUnionAward
SchemeBadge）だけしか所有していない
コーチよりは高い水準のラグビーの経験のある
コーチを尊敬することが考えられる。
コーチには様々のタイプがあると考えられる
が，重要な点は，めいめいのコーチにはチーム
を動機づける独自の方法があると言うことであ
り，問題はキャップテンとコーチの関係が尊敬
し理解ある関係にあると言うことである。
スコットランドラグビー協会は，長い間，ス
コットランドのコーチについて,「キャップテン
ヘの助言者」と言う方法をとったが，そのため
に１１朝笑を受けた。スコットランドは,何故，コー
チをコーチと呼べないのかと人々は言った。し
かも，実際には，「キャップテンヘの助言者｣と
言うのは，コーチはどうあるべきかについての
誤った定義ではない。無能なコーチは一線を踏
み越えて優位に立つように努めるが，キャップ
テンは権威そして競技場で生起することに対し
ての責任にとどまらなければならない。いった
んゲームが開始されたら，一切の責任はキャッ
プテンにある。試合前に意見の一致が得られな
い場合，最終的な決定はコーチでなくキャップ
テンに任せるべきである。
もちろん，理想的には，キャップテンとコー
チの間には如何なる不和もあるべきでない。例
えば，キャップテンはコーチに次の試合までの
極めて短い時間に，プレイヤーをどれ位激し〈
トレーニングさせてよいかについての指摘を行
のことを考え，それに準じた行動をとらなけれ
ばならない。
４）天性のリーダーであること
単純に，チームの中で最上のプレイヤーであ
るからという理由だけで，キャップテンに任命
きれることが時々ある。このことによって，最
初はチームの残りのプレイヤーから尊敬される
のは確実である。最上のプレイヤーであること
は重要であるが，最高の能力を持つプレイヤー
が必ずしも最上のキャップテンであるとは限ら
ない。リードする真の能力がなければ，そのこ
とがすぐに露見して，尊敬がすべて失われてし
まう。尊敬していたプレイヤーが実際は有能な
リーダーでないことが明らかになること程，
チームの士気を低下させるものはない。単純に
ゲームの経験や知識があるだけで，程々には有
能なリーダーになることが可能である。しかし，
人を奮い立たせることが重要になるときがく
る，人を奮い立たせる能力は比較的まれな人に
しか備っていない。その意味で，キャップテン
は人工的というよりは天性の指揮能力を備えて
いなければならない。
２．キャップテンとコーチの関係
最近のラグビーにおいては，キャップテンが
極めて重要な存在となり，各々のチームにとっ
てコーチを持つことが益々重要となってきてい
る。あらゆる水準のラグビーについて言えるの
であるが,チームがいい成績を収めるためには，
キャップテンとコーチがうまくやっていくこと
が極めて重要である。両者の密接な協力がなけ
ればならないことは明らかであり，クラブチー
ムの水準，それに劣らずインターナショナル
チームの水準での長期に及ぶ期間では，任命さ
れたコーチとうまくやっていくことのできない
プレイヤーをキャップテンに任命しても無駄で
ある。キャップテンとコーチは親しい関係にな
ければならない。コーチを尊敬しなかったり，
コーチについて充分な知識のないプレイヤーを
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キャップテンは，前半は風上を選ぶ。ラグビー
のボールは大きくて軽いために，空中では風の
影響を強く受ける。そして，キャップテンは，
トスに勝ったら，味方のプレイヤーが疲労を感
じないうちに風上でプレイするという利点をと
るのが一般的な方法である。そのようにして，
キャップテンは後半になって風下でプレイする
と言う心理的な利点を味方に与えて，前半のう
ちに，味方チームがより多くの得点を獲得する
ことを期待する。
プレイヤーは前半は疲労を感じず，デフェン
スに集中するエネルギーが大きいので，前半は
風下でプレイするのがより賢明であると言う
キャップテンもいる。それは,後半になってチー
ムがより疲労を感じたときの補助として風上に
立つということを信じている。このような考え
方は，又，試合開始後の最初の２０分位の時間は
得点の機会がほとんどないので，この時期に風
を利用するのは力の浪費であると言った考えに
立脚している。しかしながら，前半に風下でプ
レイしても，相手に大量得点を奮うという心理
的な利点を与えることがないだけの力がチーム
になければ，そのような方法は不可能である。
デフェンスのプレイヤーにとって高くキック
されたボールをキャッチしようとするときに太
陽が視界に入る場合，太陽は重要な要因になり
得るので，太陽の位置を考えに入れておかなけ
ればならない。
太陽が競技場中，明るく輝いている場合，
キャップテンは通常の方法として，前半は太陽
を背にしてプレイするように決定する。この方
法で，キャップテンは試合の終盤になって雲に
隠れるかもしれない太陽を確実に利用すること
が可能である。太陽が試合の初めにはプレイに
影響を及ぼす位置にはないが，空を移動してプ
レイに影響を及ぼし得る特別の状況が時々はあ
るかもしれない。そのような状況では，キャッ
プテンは味方チームが後半になって低い太陽に
向ってプレイせずに済むようにすることは確実
である。
い，コーチの手助けをすべきである。トレーニ
ングの状況で，プレイヤーの利益のために発言
をしたり，コーチに，過剰なトレーニングにつ
いて告げることによって手助けするのがキャッ
プテンの義務であるのは確かである。すべてに
有能なコーチであれば，キャップテンの助言を
受け入れるだろう。
３．戦術
ラグビーの魅力の一つは，戦術や戦略の数限
りない多様性にある。そして，用いる戦術の決
定をするのは，チームのキャップテンの主要な
役割の一つである。コーチは試合が開始される
前に，これら戦術の決定についての手助けをす
ることが可能であるが，いったん，試合が開始
されたら，その計画を遂行又は変更するか決定
する責任はキャップテンだけに任される。
キャップテンが基本的に目標としていること
は，相手チームの短所を見つけ，その短所を活
用すること，と同時に相手チームの長所を効果
的に発揮させないようにすることである。
又，キャップテンはその反対のことをするこ
ともある。つまり，味方チームの短所を隠す一
方で，味方チームの長所を最大に生かすように
することである。例えば，相手フォワードのス
クラムが非常に強力であれば，スクラムハーフ
に，両フロントローがスクラムを組むとすぐに
ボールをプットインさせて，相手のフォワード
が味方フォワードを押す機会を無くしてしまう
ような決定をする。
ラグビーでは，天候条件がプレイに深く影響
を及ぼし得るので，他のいくつかのスポーツよ
りもキックオフ前の両チームのキャップテンに
よるトスが重要である。トスに勝ったキャップ
テンには，サイドかキックオフをとるのかの選
択がある。太陽が出ていなく，風のない日には，
キャップテンはキックオフを選択するかもしれ
ないが，風や太陽を考えに入れておかなければ
ならないことが非常によくある。
競技場に強い風が吹いている場合，多分に
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プレイヤーは風上にたったら，この風上での
利点を大いに生かすことが重要である。その最
も典型的な方法は，ハーフバックスのロング
キックで相手陣に深く入っていき，相手ゴール
前でラック，モール又はラインアウトを形成す
ることである。又，風上でのパント攻撃は，ほ
とんど確実に相手陣に攻め込むことが可能であ
るので，得点可能なペナルティキックやドロッ
プゴールの可能性が増大する。又，相手ゴール
ポストに向ってのハイパントはデフェンスのフ
ルバックがとんでくるポールの状況判断を誤り
がちで，そのキックを追いかけてくるプレイ
ヤーのプレッシャーでポールを落とし，相手に
ルースボールを与えてしまうかもしれない。同
様に，太陽を背にした場合は，ボールが太陽と
重ってしまうために，デフェンスのプレイヤー
がポール処理を誤るようなハイパントを用いる
べきである。デフェンスの位置からの空中高〈
へのキックは，ボールが風に乗って遠くへとん
でいき，相手の攻撃の脅威から逃れることが可
能であるので，デフェンスにおいてもハイ・パ
ントを用いることが可能なのはもちろんのこと
である。
戦術の決定をする場合，雨や競技場が湿って
いる場合のことも考えに入れておかなければな
らない｡ボールが湿ってすべり易い場合,スリー
クォーターにはポールの正確なパスが困難であ
るので，そのような状態では，パス攻撃よりも，
むしろ，ハーフバックスによるパント攻撃で展
開をはかるのが賢明であることがよくある｡又，
湿っている競技場をボールがころがっている場
合，すべり易いポールを拾いあげるのは困難で
あるので，攻撃側がポールを追いかけていくこ
とが可能な地面に沿ったキックが賢明な戦術で
あると言える。
ラグビーのプレイの方法を決定する場合，重
要なことは，ラグビーのゲームは絶えず進歩し
ていると言うことである。特定の様式の戦術は
ある時期には効果的であるが，それに応じてデ
フェンスも変化するので，新しい方法の開発が
必要である。過去のラグビーのプレイの大部分
はフォワードに限定され，バックスがゲームに
参加することはほとんど希であった。その後長
い間,およそ２０世紀前半は一般的にフォワード
の役割はバックスヘのボール供給であった。ご
く最近になって，ほとんどのプレイをフォワー
ドに任せ，バックスが走って抜いていくことが
可能な場合にだけバックスに攻撃させるという
考えの後戻りがあった。
又，ハーフバックスのパント攻撃を基軸にし
た戦術は本来から言って悪いことは何もないと
いうことを留意しておくことも重要である。事
実，試合を行う双方のチームの相対的な長所や
短所のために時々その戦術が要求されることが
あるように，天候条件のためにパントを基軸に
した攻撃が要求される。味方フォワードが強力
であってもパックスに技術が欠け，相手バック
スは俊敏であるがフォワードが弱いと言う場
合，キャップテンは味方フォワードの長所が
ゲームの結果に影響を及ぼすようにさせ，味方
スリークォーターの相対的な短所が相手に攻撃
されないようにタイトなプレイをするように決
定すべきである。キャップテンは試合当日の双
方のチームの相対的な長所や短所に基づいて戦
術を決定すべきである。
特定のプレイの方法にとりつかれてしまうの
は全く容易過ぎることである。1963-64年の
オールブラックスのチームは英国において，第
２次攻撃のボール獲得をするという戦術をとっ
た，オールブラックスが頻繁に用いた方法は，
第２ファイブエース，つまりインサイドセン
ターが内側か真すぐに走り，タックルを受け，
そのポイントにフォワードが集まり，タックル
の結果生じたラックからボールを獲得するとい
う方法であった。これらの方法は，ブリティッ
シュ・ライオンズの１９６６年のニュージーランド
遠征でブリティッシュ・ライオンズがオールブ
ラックスとの４つのテストマッチのすべてに敗
れたときに最も効果的であった。
英国のラグビーはこれらオールブラックスの
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方法について綿密な分析を行い，それらを模倣
した。英国の中でもこのプレイの様式に専念し
たチームは，実際に成功によって報いられた。
しかし，そのようなことはしばしば生ずるよう
に，これらの方法のバリエーションが見過ござ
れ，忘れ去られてしまった程，その模倣は過剰
すぎた。
皮肉なのは，1967年のオールブラックスの英
国遠征では，オールブラックスは，しばしば，
スリークォーターにセットピースから直接攻撃
させたりした極めてオープンな形式のラグビー
を行ったことにあった。重要な点は，オールブ
ラックスはその遠征ではバックスが優秀であっ
たので，そのバックスを最大に生かすような戦
術をとったことにある｡その結果,オールブラッ
クスは遠征を通じ不敗であった。インサイドセ
ンターを内側に走らせ，第２次攻撃を試る英国
ラグビーの強迫観念は，ミツドフイールドの
バックスが外側ののギャップに走り，味方の
オープン側のウイングを走らせるためにオーバ
ラップをつくる方法を試るというかつてのス
リークォーターのプレイの基本を無視すること
になった。
クラブチームのコーチやキャップテンにとっ
て，人材に制約があることが明らかであるその
人材を意図どおりに最大に生かす以上のことを
行うのは容易でない。しかし，戦術には意外`性
の要素を生かす準備があるくらいにできるだけ
柔軟性を持たせておくべきで，如何なる目新し
いことでも奨励して実行すべきである。例とし
て，強力なフォワードと有能なスクラムハーフ
がいたが，国際級の右のウイングは別にして，
他に適当なバックスがいなかったフランスの
Tarbesクラブがある。スクラムハーフがフォ
ワードからボールを得るとすぐに，相手スリー
クォーターラインの間に低い真すぐなキックを
あげるという攻撃をTarbesクラブは考案し，
練習した。その考えは，味方の国際級のウイン
グが全力でボール獲得が可能なようにタッチラ
インに向ってポールをバウンドさせることに
あった。その攻撃は何度も用いられ，よくトラ
イを獲得した。それは奇襲戦法の好例であり，
同時に制約された人材を最大に生かすという好
例であった。
キャップテンはコーチと接触をとって，味方
のプレイヤーに目新しさで相手を驚かすこの種
の攻撃について考えさせるべきである。あまり
に多くのラグビーが予知できるので，デフェン
スが容易である。少しの創意か又は以前のプレ
イの様式への変換でさえも，勝敗にかなりの差
をもたらす。以前の方法に変換した例として，
1977-78年のシーズンに，英国に遠征し，１４試
合のすべてに勝利を収め，４７９点の得点をあ
げ,９３点だけの失点しか許さなかったオースト
ラリアの高校チームの例がある。
オーストラリアの高校チームのプレイの第一
の特徴はすばやいパスにあった。オーストラリ
アの高校チームはすべて短いパスでボールをラ
インにまわし，その結果，ウイングは相手のウ
イングを抜くことが可能か，又は，ウイングの
外側にフルバックがサポートできる位充分なス
ペースを持ってボールを受けることが可能で
あった。このスペースが，フォワードはバック
スに生きたボールを供給して，走攻撃やパス攻
撃をきせるだけのプレイヤーであると考えてい
た時代におけるオープン側のウイングに与えら
れたスペースであった。換言すると。極めて好
成績を収めたオーストラリアの高校チームはも
う一つの年代への先祖返りであった。英国の
チームにとって，それは最近の世代になじみの
なかった形式のラグビーであったので，即座の
対抗策がなかった。そのように，目新しさは重
要であるが，キャップテンやコーチは，あらゆ
る水準のゲームにおいて，昔用いた方法のいく
つかのリバイバルが同程度の効果があり得ると
いうことを留意しておくべきである。
キャップテンは事前に，相手の長所や短所に
ついての情報をあまり持たずに試合を行なわな
ければならないことが時々ある。キャップテン
は，他の折に，相手についての情報をかなり多
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〈収集することが可能であったので，キャップ
テンやコーチはそれに応じて戦術，戦略の計画
をたてることが可能であった。相手についての
'情報が全く，又はほとんどなければ，先ず第一
に行うべきことは，味方チームの長所を最大に
生かすこと，と同時に相手の短所を発見するこ
とに集中することである。例えば，チームの右
のウイングが極めて有能なプレイヤーであれ
ば，そのプレイヤーにプレイさせることの可能
なあらゆる方法を試してみる。事前にこれらの
ことについて考えておき，チームのすべてのプ
レイヤーがそれらについての知識を持っておく
べきである。何故ならば，それらが戦術の正規
の部分を形成するからである。
キャップテンとして，味方チームの長所を手
順の中に生かしていく方法を試していくうち
に，多分に，相手チームの短所が現われる。そ
の短所というのは，プレイヤー個人か(例えば，
タックルの甘いプレイヤー）又は，集約的なも
の（スクラム周辺のデフェンスの甘さ）である
かもしれない。重要なことは，キャップテンと
して，出現してくる相手の短所はどんなもので
も必ず見つけなければならないことであり，そ
してゲームの後半にその見つけた相手の短所を
利用しなければならない。
相手チームにはっきりとした短所が全く表わ
れなければ，例えば，相手のフルバックを試し
てみることが可能である。味方のフォワードか
又は，センターが相手フルバックがボールを
キャッチすると同時に達することが可能な位置
にスタンドオフか又はスクラムハーフにパント
をあげて，相手のフルバックを攻撃させる。
そのフルバックが確実性に欠けるプレイヤー
であることが明らかになれば，そのままフル
バックを攻撃する。そうすれば，トライ可能な
ルースボールの獲得，あるいはトライ可能な
ゴール前でのスクラム，あるいはゴールを狙え
るペナルティキックを得ることが可能であるか
もしれない｡何故ならば,デフェンス側のサポー
トのフ･レイヤーは，激しいプレッシャーIこよっ
てルースで不当にボールを殺してしまうからで
ある。反対に，相手フルバックが勇気があり，
キャッチングやポール処理に失敗がなければ，
相手デフェンスのコンビネーションが適切なも
のかみるために，フルバックとウイングの間に
パントキックをあげてみる。如何なる失敗でも
あれば，トライにつながるルースボールの獲得
が可能である。
重要なことは，相手にプレッシャーをかけ，
相手を試し続けることである。例えば，ミツド
フイールドのプレイヤーに攻撃させることに
よって，直接相手のミッドフィールドのデフェ
ンスを試してみることが可能である｡キャップ
テンは，センターに相手の外側のギャップや内
側のギャップを攻撃させる一方，相手の短所は
どんなものでも発見する｡同じ方法で,センター
やスタンドオフは多彩なシザースプレイ，スタ
ンドオフによるルーフ・プレイを試してみること
が可能である。
フルバックを様々な位置に，そして様々な角
度でラインに参加させる可能性について考えて
おくべきである。オープン側のウイングにオー
バーラップをつくるために，フルバックをエキ
ストラのセンターとしてラインに参加させる代
りに，例えば，フルバックにシザースで内側に
走らせたり，センター又はスタンドオフら短い
パスを受けさせて突破を試ることが可能であ
る。このような方法で，相手のデフェンスがそ
のような攻撃の対処ができるように組織が整っ
ているか調べることが可能である。
相手デフェンスの組織について試してみるべ
きもう－つの重要な領域はスクラムサイドであ
る。スクラムハーフに突破させたり，スクラム
ハーフとフランカーに二人のコンビネーション
でスクラムサイドを突破させることが可能であ
る｡又,Ｎｑ８とスクラムハーフに同じような動
きで攻撃させることが可能である。
ラインアウトでは，ピールオフを試してみる．
ラインアウト後方のピールオフが成功しない場
合，ラインアウト後方へビールするとみせかけ
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ラインアウトの場合，相手より高さにおいて
有利であれば，押込んだり，ピールオフでこの
長所を生かす。ラインアウト後方のプレイヤー
が相手より身長が高ければ，ラインアウト後方
へのロングスローを充分生かす。
反対に，相手の方が高さにおいて有利であれ
ば，味方ハーフバックスにボールをタッチに出
させてはいけない。タッチにキックすると言う
ことは，ラインアウトの数が増大し，相手の長
所を生かさせることを意味する。ラインアウト
後方での高さにおいて相手の方が優位であるこ
とが明らかで，ボールを獲得したり，又は，ピー
ルオフを始めるために高さでの優勢を生かそう
とすれば，味方ロックのプレイヤーの－人を下
げてラインアウト後方を警戒させる。
相手フォワードの動きが緩`慢であれば，オー
プン形式のゲームで相手フォワードをフィール
ド中走りまわさせることによって，疲労させて
セットピースであまり効果を発揮きせないよう
にする｡反対に,相手フォワードが味方フォワー
ドよりも走力があれば，タイトなプレイをその
まま継続させる。10-manか又は９－ｍａｎのラグ
ビーでプレイをタイトなままにすることが可能
であるので，味方の走力のないフォワードの
オープンプレイでの劣勢を見破られずに済む。
プレイの水準が高くなればなる程，事前に相
手についての情報を得る可能性が大きくなり，
相手が味方チームについての情報を得る可能性
も大きくなる。このことは,特にインターナショ
ナルのラグビーにあてはまるのはもちろんのこ
とである｡何故ならば,既に行われた相手のゲー
ムをＴ､Ｖ又はＶ､Ｔ､Ｒで見ることが可能である
からである。相手がどんなゲームを意図してい
るかわかっている場合，事前に綿密な計画を練
ることが可能である｡例えば,そのチームのコー
チやキャップテンが味方のフルバックのボール
処理に確実性に欠けることを知っていることが
考えられるチームと対戦するのであれば，その
時は，味方のウイングにフルバックのカバーや
てから突然,ラインアウト前方にビールすれば，
相手デフェンスはその動きに気がつかないかも
しれない｡フランスは1950年代後半にラインア
ウト後方のピールオフで非常に成果を収めた。
フォワードは相手のフォワードと直接に身体
接触することによって，プレイのより静的な局
面において相手フォワードの長所や短所を見つ
けることが可能である。例えば，味方のスクラ
ムが相手より勝っておれば，スクラムを押込ん
でボールを出すか，スクラムを押し，いったん
その押しを中断し，再び一層強力に押すか，又
は相手がボールをスクラムに入れると同時にス
クラムを回転させて，この利点を生かすべきで
ある。相手をスクラムでできるだけ長時間，押
さえておいて疲労させる。
味方のプットインの場合，例えば，スクラム
を押込んだり，スクラムからＮＣ,８に攻撃させ
ることによって，スクラムでの優勢を生かすこ
とが可能である。相手ゴール前では，この方法
でトライを獲得することが可能である。何故な
らば，相手のルースフォワードは押しに耐えざ
るを得ないので，ＮＣ,８の体重や運動量を生か
してゴールラインを越すことが可能である。そ
して，味方フォワードの押しを無効にする意図
で相手がスクラムを故意に崩せば，ペナルティ
トライを得ないにしても，少くともペナルティ
ゴールの獲得が可能である。又，プッシュオー
バートライの可能性もある。
しかしながら，相手スクラムの方が勝ってお
れば，味方フォワードはできるだけ短時間しか
スクラムを組まないようにする。味方プットイ
ンの場合，確実にスクラムを組む時間を短くす
る－つの方法は味方スクラムハーフに双方のフ
ロントローがスクラムを組むとすぐにプットイ
ンさせることである。この方法で，味方のより
弱いフォーワードに対して相手の体重や力での
優勢が表われる機会を相手に与えないようにす
る。１９７７年Christchurchでブリティッシュ・ラ
イオンズを２１対６の得点で敗ったニュージー
ランド大学チームは，これを非常に効果的に行
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サポートの重要性を強調しておかなければなら
ない。
しかしながら，事前にたてておいた戦術を試
合の最中で完全に変更してしまう準備をとって
おくことも考えておくべきである。そのような
変更をした好例は1979年のMurrayfieldでの
ニュージーランドとスコットランドとの試合で
ある。ニュージーランドのキャップテンである
GrahamMaurieは，ラインアウトでは，
AndyHardenをラインアウトの真中に立た
せれば，ラインアウトではスコットランドに勝
つことが可能であると考えた。しかし，前半は
スコットランドがオールブラックスよりもライ
ンアウトからかなり生きたボールを獲得した。
従って,Maurieは戦術を変更し，ショートライ
ンアウトを要求した。この決定の結果，スコッ
トランドは試合当初でのラインアウトの優勢を
失い，このことがオールブラックスが後半で
勝った－つの理由であった。
相対する双方のチームが互いのプレイの方法
に熟知してくる程，キャップテンとして，意外
性のあることを行うことが重要である。多分に，
様式を完全に変えてしまうことはしないが，相
手が味方の通常の様式として知っている性格と
は全体的に異った攻撃と試る。
セットスクラムやラインアウトで優勢なチー
ムと対戦し，その結果，ボールの獲得が不可能
であれば相手にルースプレイで失敗させて味方
チームがルースボールの獲得が可能な方法を考
えなければならないことは明らかである。又，
キックオフ，ドロップアウト，タップペナル
ティ，フリーキック，そして，相手がゴールに
失敗したキックのボールを得た場合，そのポー
ルを生かすようにしなければならない。セット
ピースでのボール獲得が充分でなければ，他の
供給源から可能なすべてのポール獲得方法を利
用することが重要である。イマジネイテイブで
訓練されたサポートプレイがあれば，自陣ゴー
ル前から攻撃するのが全く可能である。1973年
のCardiffでのバーバリアンズ対オールブラッ
クスの試合で，PhilBennetで始まり，
GarethEdwardsで終った有名なトライが好
例である。
味方スリークオーターを充分に動かしてオー
プン側のウイングを生かそうとして，相手のす
べてのプレイヤーがすみやかにカバーデフェン
スをしてきたら，ウイングはクロスキックを試
してみる可能性がある。ポストに向ってのウイ
ングのクロスキックはカバーデフェンスが走る
コースを変えてフィールド中央に戻らざるを得
なくなるという効果がある。味方プレイヤーの
何名かは，事前にクロスキックを予測してすで
に相手のポストに向って走っているので，カ
バーしてくる相手よりも有利な位置にあるため
に，攻撃の状況でポールが着く地点に到達する
が，相手は自陣ゴールに三三五五に戻らなけれ
ばならない位置にある。
相手のセンターが非常に素早いデフェンスに
出て，味方のセンターを悩ましておれば，やる
べき常套手段は，味方スタンドオフにデフェン
スに出てくる相手センターの頭越しにボールを
キックすることである。これは，味方センター
の一人がボールに達することが可能であるが，
相手センターの背後，そしてフルバックの前に
ギャップがあることを意味し，それによって，
相手のセンターが，今後すばやいデフェンスに
出てくる可能性がなくなるかもしれない。しか
し，味方スタンドオフの走って抜いていく
ギャップも見つけなければならない。相手のセ
ンターが極めてすばやいデフェンスに出てくる
としても，そのセンターはスタンドオフよりも
早くデフェンスに出ているので，バックス全体
のデフェンスを無効にしている可能性が全くあ
り得る。味方のスタンドオフは自分の相手の外
側を．インサイドセンターの背後に生じた
ギャップを抜いていくことが可能であるかもし
れない。
後足で攻撃的な相手センターのデフェンス
は，味方センターに極めて深いラインをとらせ
ることによっても,打破することが可能である。
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深いバックラインについて，味方のセンターが
そのフォーメーションでボールを落とせば，味
方フォワードはルースボールのリカバーのため
に，味方ゴールラインに戻らなければならない
ので，フォワードは極めて不利になると言う非
常に強い反対意見がある。このことは事実であ
るが，何故，味方センターがボールを落とすと
考えるのであるか。パスを受けてパスをすると
いうハードリングの練習を充分行い，センター
に，プレッシャーを全く受けずにハンドリング
するスペースが充分あるような深いラインをと
らせるならば，センターのどちらかのプレイ
ヤーが，ポールを落とすと考えるのは全く悲観
的である。
い◎
キャップテンがフ･ロツプフォワードであるの
にも，フッカーの場合と同様の長所や短所があ
てはまる。
キャップテンが，ロックの場合，センタース
リークォーーターとのコミュニケーションが困難
である。何故ならば，ゲーム中，ロックがセン
ターと密接に接触する可能性が少いからであ
る。
コミュニケーションに関する限り，理論的に
は，フランカーが理想のポジションであると考
えられる。何故ならば，フランカーはフォワー
ドの一部であり，しかもゲーム中,ほとんどバッ
クスの間を走りまわっているからである。しか
し，ルースな形式のゲームを得意とするフラン
カーは，味方のタイトフォワードから離れ過ぎ
て，効果的なリードが不可能であるかもしれな
い。
チーム統卒の上で非常に便宜的なポジション
はＮＣ，８である。ＮＣ,８はフォワードの重要な
部であり，しかも，スクラムハーフと密接に動
いており，ＮＣ,８というポジション上の選択の
ために，ゲーム中，フォワードやバックスを注
意深く見ておかなければならない。
チーム統卒に関する限り，スクラムハーフは
ＮＣ,８と全く同様の状況にある。スクラムハー
フは，フィールド深くカバーしなければならな
い場合を除けば，フォワードと極めて密接な接
触を保っている。スクラムハーフはスクラムへ
のボールのプットインにおいて，双方のスクラ
ムの状態を的確に感じとることが可能である。
又，ラインアウトにおいて，スクラムハーフ程，
何が正確に行われているか，あるいは誤って行
われているかについてのより的確な知識を持っ
ているプレイヤーはいない｡この点については，
ラックやモールについても真実である。何故な
らば，スクラムハーフは味方や相手の双方に
よって獲得されたポールの質を観察するための
理想のポジションであるからである。そして，
スクラムハーフはバックスヘボールを供給する
４．キャップテンのポジション
ラグビーで非常に論議される問題の一つは，
キャップテンはどのポジションが最適であるか
についてである。フルバックやウイングはチー
ムの他のプレイヤーと離れ過ぎているために，
効果的なコミュニケーションがとれないと考え
られるだろうし，フロントローフォワードは，
スクラム，ラインアウト，モールそしてラック
のプレイのボール獲得の中心にあるので，より
広範な戦術的な観点から，実際に戦況がどのよ
うに展開しているか見極めることが不可能であ
るということがよく言われてきた。しかし，あ
らゆる水準のラグビーのゲームで，フルバック
又はウイングで成功した多くのキャップテンが
存在したのも事実である。
フッカーのポジションでキャップテンを務め
る長所は，フッカーは試合のほとんどの時間，
ボールの奪い合いの中心にあるので，フッカー
はみずから手本を示すことによってチームを
リードする絶好のポジションである。フッカー
のポジションでキャップテンを務める短所は，
主として，コミュニケーションの問題である。
フッカーは味方のフォワードと密接している点
では理想的であるが，ミツドフイーノレドのバッ
クスとコミュニケーションをとるのは容易でな
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渡すことが可能である。スタンドオフもスクラ
ムハーフと同様に，ゲームの全体のパターンを
指揮するための絶好のポジションであると考え
られる。
センタースリークオーターに，スクラムハー
フやスタンドオフの場合の長所や短所のほとん
どがあてはまるのであるが,その差は,センター
はフォワードから少し離れ過ぎているので，ス
タンドオフよりもチームの動きを指図する機会
がす〈ないということである。
ウイングは，最初考えられるかもしれない程
には，チームの残りのプレイヤーから離れてい
るということはない。ウイングがオープン側に
位置している場合，味方のセンター，そして多
分に，フルバックとだけしか接触がない。しか
し，ウイングがブラインド側に位置している場
合，味方のフォワードやフルバックと密接して
いることがよくある。又，フィールドの自分の
側でラインアウトが形成される場合にも，同様
のことが言える。しかし，総体的に見て，ウイ
ングは，ラグビーチームを統卒するには容易な
ポジションでない。このことは，ウイングでプ
レイしたプレイヤーに有能なキャップテンが全
く存在しないと述べているのではない。
フルバックは，ウイングよりもさらに動きの
中心から離れているが，デフェンスでの果敢な
プレイによって，チームをリードすることが可
能である。今日のフルバックは攻撃ではスリー
クオーターにライン参加したり，みずからカウ
ンターアタックを敢行することによって，試合
の流れに影響を及ぼす機会が豊富にある。
キャップテンがバックスのプレイヤーである
場合，フォワードを統卒するフォワードリー
ダーを必要とするのと同様に，フォワードのプ
レイヤーがキャップテンを務める場合，バック
スのプレイヤーの－人にバックスをリードさせ
る必要がある。そして，ゲーム中にそのような
場合があるかもしれないように，キャップテン
は味方のバックスリーダーかフォワードリー
ダーと密接なコミュニケーションを頻繁にとり
プレイヤーとしてバックスに密接しているばか
りでなく，ボールのパスアウト後，続いて味方
バックスと相手との相対的な長所や短所を観察
する絶好の状況にある。
バックスのプレイヤーがチームのキャップテ
ンを務めるのであれば，フォワードの中から
フォワードリーダーを選ぶのが一般的である。
事実，フォワードの中にキャップテンと別の
フォワードリーダーの両者が存在するというこ
とは決して無いことではない。ゲームについて
の知識を豊富に持ってはいるが，何か人をかり
立てたり，奮いたたせる能力に欠けていたり，
リードする天性の能力を備えたフォワードリー
ダーにチーム全体の統卒を任せる賢明さか，又
は，そのことを認識する能力がキャップテンに
ないことが明らかな場合に，このフォワードの
中にキャップテンと別のフォワードリーダーが
存在するという状況が生起する。もちろん，理
想的には，一人のプレイヤーにこれらすべての
資質が組合されているべきである。
スタンドオフがキャップテンに選ばれ，スク
ラムから離れた場合，フォワードをリードする
プレイヤーをフォワードから－人決めなければ
ならないのは疑いのないことである。味方の
フォワードリーダーに頼ることのないバックス
のプレイヤーによって統卒されて成功したチー
ムというのは，存在するにしても希である。人
を奮いたたせることが可能で，知識の豊富な
フォワードリーダーが存在する場合，スタンド
オフはチームを統卒するための絶好のポジショ
ンになり得る。スタンドオフはフォワードに充
分近い位置にいるので，フォワードリーダーと
のコミュニケーションが可能であるし，残りの
バックスのプレイヤーとは密接している。フォ
ワードのボールの奪い合いの中心になる程の位
置ではないために，ポールの奪い合いの中心で
何が生起しているかについての正確な知識を得
ることが可能であるが，反対に，ボールの奪い
合いの中心により近い位置にいるプレイヤーよ
りも，ゲーム全体を広範に，コンスタントに見
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〈運ばないことがあるかもしれない｡その場合，
状況を見きわめて特定の状況にあった戦術に変
更するのがキャップテンの責任である。そのよ
うに，キャップテンは，ラグビーの意味での知
性と勝算に必要とされる戦術を実行に移す勇気
の資質が必要である。
２）チームの仲間から尊敬されること
キャップテンは競技場では最も有能なプレイ
ヤーである必要はないが，いつも手本を示し，
その手本によってリードすることによってチー
ムの仲間からの尊敬を得ることが必要である。
３）何か心理学者みたいなものであること
キャップテンはチームのプレイヤーをプレイ
ヤーとしてばかりでなく，人間としてよく知っ
ておくこと。つまり，プレイヤーの能力と様々
な状況に反応するプレイヤーの様式について
知っておくことが必要である。
４）天性のリーダーであること
ゲームの経験や知識があるだけで，程々に有
能なリーダーになることはできるが，人を奮い
たたせることが重要になるときがくる。人を奮
いたたせる能力というのは比較的まれな人にし
か備っていない。
２．キャップテンとコーチの関係
最近のラグビーにおいては，キャップテンは
極めて重要な存在となり，各チームにとっては
コーチを持つことが益々重要となってきてい
る。キャップテンとコーチは互いにチームの適
切な雰囲気づくりやチームを結束させるために
個々のプレイヤー間の協力関係を向上させる責
任がある。好成果をあげるためには，キャップ
テンとコーチが親密な関係にあることが重要で
ある。
３．戦術
基本的にキャップテンが目標としていること
は，相手チームの短所を見つけ，それを活用す
ると同時に，相手チームにその長所を効果的に
発揮きせないようにすることである。
また，ラグビーでは，天候・気象の条件がプ
レイに深く影響し得るので，他のいくつかのス
続けることが重要である。
1978-79年のシーズン，イングランドの
キャップテンを務めたRogerは,次のように,つ
まり，「自分の経験から，フォワードのプレイ
ヤーがキャップテンを務めるチームでは一生懸
命にプレイする傾向にあった。そして，その状
況でバックスをリードするためには，主に，ス
タンドオフに依存した。このことは，必ずしも，
スタンドオフがバックスを指揮するのが上手で
あるというのではなく，むしろ，スタンドオフ
のポジションが，フォワードにいるキャップテ
ンからバックスの残りのプレイヤーに情報を伝
達するのに便利な位置であるからである。それ
はすべて，コミュニケーションの問題である。
理想的には，試合前に，すべてのプレイヤー
にそのような完全なコミュニケーションが存在
すべきで，１５名のプレイヤーの各々が80分間
のゲームの与えられた瞬間に，自分の役割が何
であるか,そして他の１４名のプレイヤーの役割
は何であるかについての知識を持っておくべき
である。そのような理想的な状況では，実際に
キャップテンは必要でない。しかし，その完壁
=を完全に達し得ることは不可能である。従っ
て，キャップテンとフォワードリーダー，又は
バックスのリーダーは，すべて行うべき重要な
役割を持っている｡」と述べている。
まとめ
本研究では，DavidFrostの著書「Capta
incy」をもとにキャップテンシーについての彼
の考え方を中心に，特にキャップテンの資質，
キャップテンとコーチの関係，戦術そして
キャップテンのポジションについて分析，検討
した。要約すると
１．キャップテンの資質
１）知性と勇気
ゲームにおいては，コーチが戦術についての
決定を行い，キャップテンはコーチが決定した
戦術を実行に移すのであるが，いったん競技場
に出てしまったらコーチの指示した戦術がうま
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ポーツよりもキックオフ前のトスが重要であ
る。トスに勝ったキャップテンはサイドかキッ
クオフの選択に際して，太陽の位置や風のこと
を考慮しなければならない.また，雨や競技場
が湿ってい場合のことも考えておかなければな
らない。
４．キャップテンのポジション
ラグビーで非常に論議される問題の一つは，
キャップテンはどのポジションが最適であるか
についてである｡理論的には，コミュニケーショ
ンに関する限りフランカー，チームの統卒では
ＮＣ，８，スクラムハーフ，ゲームの全体のパター
ンを指揮するにはスクラムハーフ，スタンドオ
フが絶好のポジションであると考えられる。し
かし，本来，キャップテンはポジションに関係
なく，キャップテンとしての資質を持っておれ
ば問題ない。
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